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２－３．検討の流れ 
 図 2-3-1 に検討の流れを示す。概略の流れとしては、文献や現地調査によりできるだけ多くの実測値

を収集し、これをもとに予測解析に用いるモデルを作成し、現実の状況を再現できるかを確認した後に、

予測計算を行った。

資料収集・整理

気象・水文観測データの
収集・整理

解析モデル作成

現況の水文環境の再現計算
(水理パラメータの同定解析）

グリッドモデルの作成

水理パラメータの設定

初期状態の再現

ヒストリーマッチング

道路建設による地下水への
影響予測計算

構造物が存在しない状態の計算
構造物が存在する状態の計算
（４つの流況の局面を設定）

比較による地下水への
影響予測

地質モデルの作成

解析領域の選定

構造物モデルの作成

井戸分布・取水状況把握

既往地質資料収集・整理

地形図等収集・整理

降水量，気温，地下水位，河川流量，etc.

取水井戸の分布・取水量の把握，
他流域からの流入量の把握，etc.

地形、撓局構造等から地下水分水界を推定

東西および南北方向断面作成→各断面のﾃﾞｨ
ｼﾞﾀﾙ化→空間補間による3次元化

平面ﾒｯｼｭ作成→各ﾒｯｼｭの接点に地表面標高,
各地層境界面標高を割当てる→深度方向を細
分化

地質区分にしたがってｸﾞﾘｯﾄﾞをｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ→
各ｸﾞﾘｯﾄﾞに水理ﾊﾟﾗﾒｰﾀの初期推定値を設定

解析に用いる構造物の形状をｸﾞﾘｯﾄﾞに反映

長期計算による広域的地下水流動状態の再現
主な条件：降水

降水の季節変動条件による動的計算
→各地点での地下水位・河川流量変動を再現

既往ボーリング柱状図,表層地質図，etc．

地形図，DEM，土地利用分類図，etc.

繰り返し

坑口付近では通水管設置
により流況阻害を防止

渇水年の地下水位変動推測

降水量の経年変化検討

渇水年降水量記録の設定

渇水年の予測計算

土中の水分量変化の検討

表層(第１帯水層相当層)の
不飽和特性の検討

水位低下時の含水量検討

現地採取土の室内土質試験

断面2次元飽和・不飽和
浸透流解析による検討

図2-3-1　解析全体のフローチャート
 


